


2広報みなべ 2020.11広報みなべ 2020.113

　
こ
の
度
の
み
な
べ
町
長
選
挙
に
お
き

ま
し
て
、
町
民
の
皆
様
の
温
か
い
ご
支

援
を
賜
り
、
引
き
続
き
、
町
政
の
舵

取
り
を
担
わ
せ
て
い
た
だ
く
こ
と
と
な

り
ま
し
た
。

　
改
め
て
、
町
長
と
し
て
の
責
任
の
重

大
さ
を
痛
感
し
、
身
の
引
き
締
ま
る
思

い
で
ご
ざ
い
ま
す
。

　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
が
広

が
る
中
、
町
と
し
て
有
効
な
防
止
対

策
と
経
済
対
策
を
講
じ
、
町
民
の
皆

様
の
生
命
と
暮
ら
し
を
守
ら
ね
ば
な
り

ま
せ
ん
。

　
あ
ら
ゆ
る
産
業
に
大
き
な
影
響
と
被

害
が
出
て
お
り
、
み
な
べ
町
と
し
て
の

緊
急
経
済
対
策
を
打
ち
出
し
て
お
り

ま
す
。
引
き
続
き
、
国
や
県
と
連
携

を
と
り
な
が
ら
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

対
策
を
講
じ
て
ま
い
り
ま
す
。

　
町
の
将
来
像
に
つ
き
ま
し
て
は
、
長

期
総
合
計
画
や
、
ま
ち
・
ひ
と
・
し
ご

と
創
生
総
合
戦
略
に
沿
っ
て
進
め
て
ま

い
り
ま
す
。

　
特
に
防
災
面
で
は
、
現
在
進
め
て
お

り
ま
す
高
台
で
の
防
災
広
場
を
一
日

も
早
く
完
成
さ
せ
、
周
辺
整
備
を
進

め
て
ま
い
り
ま
す
。

　
ま
た
、
健
康
で
長
生
き
し
て
い
た
だ

け
る
よ
う
、
各
種
検
診
を
用
意
し
て
お

り
ま
す
が
、
こ
れ
に
加
え
て
一
週
間
に

一
日
は
ス
ポ
ー
ツ
に
親
し
ん
で
い
た
だ

け
る
よ
う
、
総
合
型
地
域
ス
ポ
ー
ツ
ク

ラ
ブ
を
立
ち
上
げ
ま
す
の
で
、
皆
様
の

ご
参
加
を
お
願
い
し
ま
す
。

　
そ
れ
か
ら
、
産
業
面
に
お
き
ま
し
て

は
、「
み
な
べ
・
田
辺
の
梅
シ
ス
テ
ム
」

を
核
と
し
た
梅
産
業
の
発
展
の
た
め
、

各
種
施
策
に
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま

す
。

　
特
に
梅
の
機
能
性
と
し
て
抗
ウ
イ
ル

ス
作
用
の
検
証
を
行
い
、
梅
の
言
い
伝

え
を
科
学
的
に
研
究
し
て
い
た
だ
き
、

海
外
に
向
け
て
も
消
費
拡
大
に
力
を
入

れ
て
ま
い
り
ま
す
。

　
漁
業
に
つ
き
ま
し
て
は
、
採
る
漁
業

か
ら
育
て
る
漁
業
へ
の
転
換
に
つ
い
て

試
験
研
究
を
行
って
い
た
だ
い
て
お
り
、

組
合
・
行
政
一
体
と
な
っ
て
取
り
組
ん

で
ま
い
り
ま
す
。　

　
町
民
の
皆
様
に「
住
ん
で
良
か
っ
た
。

長
生
き
し
て
良
か
っ
た
。」と
言
っ
て
も

ら
え
る
よ
う
、
皆
様
と
一
緒
に
な
っ
て

町
づ
く
り
を
進
め
て
ま
い
り
ま
す
の
で
、

今
後
と
も
皆
様
の
ご
協
力
を
賜
り
ま

す
よ
う
お
願
い
を
申
し
上
げ
ま
し
て
、

私
の
就
任
の
挨
拶
と
さ
せ
て
い
た
だ
き

ま
す
。

令
和
２
年
10
月
24
日

就
任
の
ご
あ
い
さ
つみ

な
べ
町
長　

小
谷
芳
正

町
議
会
議
員
一
般
選
挙 

結
果
報
告

  任期満了（10月23日）に伴う、みなべ町議会議員一般選挙は９月29日（火）に告示、10月４日（日）に投
開票が行われ、１４名の議員が決まりました。
　当日有権者数は、1０，３７２人、投票者数は、７,８５２人、投票率は７５．７０％でした。
　なお、当選された議会議員の皆さん、各投票所の投票状況は、下記のとおりです。

各投票所の投票者数と投票率

議会議員のご紹介  (敬称略。 左上から氏名を五十音順に掲載。)

※当日投票者数には、不在者投票者数を含んでいます。
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「大人のための歌と朗読の夕べ」
　南部公民館では「大人のための歌と朗読の夕べ」として、ピアノやギターの生伴奏をバックに歌と朗読と映像で演
出するコンサートを、下記のとおり実施します。　ひととき、日常を忘れ、ゆっくりと過ごしませんか。
　なお、新型コロナ感染症感染防止のため観客を３０名に制限して実施します。
　入場は無料ですが、電話での申し込みが必要です。（南部公民館　℡ ７２-1400）　
開催日時　　令和2年１１月１４日（土）　午後７時～
場　　所　　南部公民館　２階大会議室
※当日の内容は、歌「糸」、朗読「ちいさなあなたへ」など・・・

日　　時　令和２年12月５日（土）　少雨決行
　　　　　開会式 午前９時　　スタート 午前９時20分
場　　所　高城公民館周辺
参加資格　・町内の未就学児（年少以上で保護者と一緒に走ること）
　　　　　・町内小中学生　・町内在住在勤の社会人
部　　門　ファミリー部門（未就学児とその保護者）
　　　　　小学生１・２年男子・女子 １．０㎞　小学生３・４年男子・女子 １．０㎞　小学生５・６年男子・女子 １．５㎞
 中学生女子・一般女子　２．０㎞　中学生男子・一般男子　３．０㎞
申込締切　令和２年11月27日（金）　　　　　　
申 込 先　各保育所（園）幼稚園、学校、みなべ町教育委員会教育学習課　　　　
お問い合わせ先　教育学習課（℡ 74-3134）

　今年は、新型コロナウイルス感染症予防対策を講じ、町内マラソン大会を開催します。
　参加条件として、２週間前からの健康チェックなどをお願いします。
　無理せず、楽しく走りましょう！　好評だったファミリー部門も引き続き実施します。

　町内各学童保育所の令和３年度入所申し込みを次のとおり受け付けます。
　お仕事等で放課後、お子さんを見られないご家庭が対象です。
　入所を希望される方は、お申し込みください。保護者の就労状況等を審査し、入所を決定します。　　
　申込書類は、教育委員会と各学童保育所においています。入所申込みの詳細については、お問い合わせいただく
か、各学校を通じて配布させていただいた案内書をご覧ください。
学童保育所名・定員
　◆南部学童保育所第１～第３（北道） 南部小学校内 定員　各５０人
　◆上南部学童保育所（谷口） 生涯学習センター隣 定員　　５０人
申込受付期間　令和2年11月２日（月）～11月30日（月）
申込み提出先・お問い合わせ　幼児教育室（℡ ７４-３７３８）

第14回 町内マラソン大会

令和３年度 学童保育所入所のご案内

※上記条件にあてはまらない車両は大型特殊自動車に該当するので、軽自動車税（種別割）の申告は必要ありません。
※乗用でないものは軽自動車税（種別割）の課税対象ではありません。

■申告受付場所 みなべ町役場税務課
■申告に必要なもの　
　《販売店から購入の場合》　①所有者の印鑑　　②販売証明書
　《そ の 他 の 場 合》 譲り受けたり、以前から所有されている方などは、税務課までお問い合わせください。

　農業や建設業などの事業で使用する小型特殊自動車は、公道走行の有無にかかわらず所有することで軽自動車税
（種別割）の課税対象となり、町への申告が義務付けられています。
　下表に該当する車両をお持ちの方(個人・法人)は申告をして、標識（ナンバープレート）の交付を受けてください。

　トレーラタイプの農作業機は、令和元年12月25日に「農耕作業用トレーラ」として、道路運送車両法施行規則別表
第一において国土交通大臣が指定する農耕作業用自動車に指定され、大型特殊自動車または小型特殊自動車に区
分されました。
　これにより、小型特殊自動車に該当する農耕作業用トレーラは、これまで償却資産として固定資産税の課税対象で
あったものが、軽自動車税（種別割）の課税対象となりますので、町への申告をして、標識（ナンバープレート）の交付を
受けてください。
お問い合わせ先　役場税務課（℡ ７２-２１６２）まで。

小型特殊自動車をお持ちの方は申告が必要です

 農耕作業用トレーラをお持ちの方は申告に、ご注意ください

和歌山県最低賃金が改定されました
和歌山県最低賃金 時間額８３１円　　効力発生日 令和２年10月１日

　最低賃金制度は、働くすべての人に賃金の最低額（最低賃金額）を保障する制度です。
年齢やパート・学生アルバイトなどの働き方の違いにかかわらず、すべての労働者に適用されます。
　くわしくは、和歌山労働局労働基準部賃金室(℡ 073-488-1152）または最寄りの労働基準監督署へ。
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事業者のための経営・給付金相談のご案内 
　新型コロナウイルスの影響を受けている事業者のための無料相談窓口です。
　和歌山県よろず支援拠点と町が連携し、中小企業診断士が下記日程で相談に応じます。
　相談のある方は、役場産業課（℡ ７２‐１３３７）に前日までに、予約をお願いします。
開催日時 １１月１９日（木）・１２月３日（木）
 ①9：30～　②10：45～　③13：00～　④14：15～　⑤15：30～（相談時間は1時間です）
※令和３年３月まで、毎月第１・３木曜日に開催します。

　全国的に児童生徒等や教職員などの学校関係者の感染事例が見られる中、テレビやニュースを見ますと、新型コ
ロナウイルス感染者や家族の方に対する差別や偏見、誹謗中傷等などの心ない言動が見られることがあります。
　教育委員会では、子どもたちに、ＳＮＳなどで「感染した人や学校を非難しない。」「感染者と同じ職場の人や、医療
従事者などの家族が感染しているのではないかと疑い、悪口を言う。」など、身のまわりに差別等につながる発言や行
動があったときは、毅然と注意し、また噂話に同調しないように日々 指導を行っています。
　感染は決して他人事ではなく、自分の身に当然起こりうる、現実です。
　その時に、どう周りに接してもらいたいかを十分考え、温かい行動をとれるよう、ご家庭においても話し合っていただ
きたいと思います。
　今後も、新型コロナウイルス感染症に対しての差別・偏見・誹謗中傷等をなくすために引き続きご理解・ご協力のほ
ど、よろしくお願いします。

　和歌山県では、県民の皆さんとともに様々な施策に取り組んできた結果、部落差別は解消へと向かっています。しか
しながら、今もなお、結婚などに際して同和地区かどうかを問い合わせる行為や、インターネット上に誹謗中傷や同和
地区を忌避する書き込みなどの部落差別が発生しています。
　このような状況を踏まえ、令和２年３月２４日から「和歌山県部落差別の解消の推進に関する条例」を施行し、行政、
県民、事業者等が一体となって、部落差別の解消を推進して部落差別のない社会を実現することを目指しています。
　県では、引き続き、部落差別の解消のための教育・啓発や、県民の皆さんからの相談への対応などに取り組んでい
きます。
　県民の皆さんも、条例の趣旨をご理解いただき、部落差別は許されないものであるといった認識のもと、全ての県民
の人権が尊重される豊かな社会を実現しましょう。
【同和問題（部落差別）の相談窓口】
　◦人権ホットライン（公財）和歌山県人権啓発センター　℡０７３－４２１－７８３０
　◦和歌山県人権政策課　℡０７３－４４１－２５６３
　※各振興局総務県民課でも実施しています。

　犯罪被害にあわれた方やご家族は、直接の被害に加え、その後も精神的・社会的・経済的に深刻な被害を受けるこ
とが多く、再び平穏な生活を取り戻すためには、周囲の理解と配慮に基づく協力が重要です。
　ひとりでお悩みではありませんか。犯罪による被害のご相談を下記にて、お受けしています。　

【被害相談窓口】
　◦総合相談電話（和歌山県警察本部）
　　　短縮ダイヤル　♯９１１0　
　　　通常ダイヤル　０７３－４３２－０１１０
　◦性犯罪被害相談電話（和歌山県警察本部）
　　　短縮ダイヤル　♯８１０３（ハートさん）
　　　通常ダイヤル　０７３－４２３－１１５０

　年金生活者支援給付金は、公的年金等の収入やその他の所得額が一定基準額以下の、年金受給者の生活を支
援するために、年金に上乗せして支給されるものです。
　受け取りには請求書の提出が必要です。ご案内や事務手続きは、日本年金機構（年金事務所）が実施します。

■対象となる方

■請求手続き

■年金生活者支援給付金のお問い合わせは

　◦公益社団法人 紀の国被害者支援センター
　　　相談電話　０７３－４２７－１０００
　　　月～金曜日／午前１０時～午後４時
　　　土曜日／午後１時～午後４時

▪老齢基礎年金を受給している方
　以下の要件をすべて満たしている必要があります

✔ 65歳以上である
✔ 世帯員全員が市町村民税が非課税となっている
✔ 年金収入額とその他所得額の合計が約88万円
　 以下である

①新たに年金生活者支援給付金をお受け取りいただける方
　　お受け取りの対象になる方には、日本年金機構から10月中旬ごろから、請求可能な旨のお知らせを送付します。
　同封のはがき（年金生活者支援給付金請求書）に記入し、提出してください。
　　令和３年２月１日までに請求手続きが完了しますと、令和２年８月からさかのぼって受け取ることができます。
②年金を受給しはじめる方
　年金の請求手続きと併せて年金事務所または市区町村で請求手続きをしてください。

『ねんきんダイヤル』０５７０－０５－１１６５（ナビダイヤル）へ。
日本年金機構や厚生労働省を装った不審な電話や案内に、ご注意ください。

▪障害基礎年金・遺族基礎年金を受給している方
以下の要件を満たしている必要があります
✔ 前年の所得額が約４６２万円以下である

新型コロナウイルス感染症に関する差別・偏見の防止
教育委員会から

「和歌山県部落差別の解消の推進に関する条例」について１１月２５日～１２月１日は犯罪被害者週間です

年金生活者支援給付金制度について
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■
一
般
会
計
＝
町
民
の
皆
さ
ん
の

生
活
に
関
わ
り
の
深
い
防
災
、

福
祉
、
教
育
な
ど
、
幅
広
い
範

囲
の
事
業
を
行
な
う
た
め
の
会

計
■
国
民
健
康
保
険
会
計
＝
社
会

保
険
の
適
用
で
な
い
自
営
業
の

方
な
ど
に
医
療
費
を
給
付
す
る

会
計

■
後
期
高
齢
者
医
療
会
計
＝
高

齢
者
の
医
療
費
を
ま
か
な
う
た

め
の
会
計

■
介
護
保
険
会
計
＝
高
齢
者
へ
の

介
護
サ
ー
ビ
ス
・
支
援
サ
ー
ビ

ス
に
か
か
る
経
費
を
ま
か
な
う

た
め
の
会
計

■
農
業
集
落
排
水
・
公
共
下
水
道

事
業
会
計
＝
生
活
環
境
を
向
上

し
、
水
環
境
を
き
れ
い
に
す
る

た
め
に
、
施
設
を
整
備
し
た
り
、

維
持
管
理
し
た
り
す
る
会
計

■
簡
易
水
道
・
水
道
事
業
会
計

＝
地
域
に
安
全
な
飲
み
水
を
安

定
し
て
供
給
す
る
た
め
の
会
計

※
決
算
の
状
況
は
9
、
10
ペ
ー
ジ

に
続
き
ま
す
。

※特別会計と企業会計は、独自の収入があるため、独立した会計で事業を行うようになっています。
　しかし、農業集落排水事業特別会計など独自の収入だけでは、まかなえない会計は、一般会計から繰

り入れています。

第３回定例町議会（９月議会）で、令和元年度各会計の歳入歳出決算が認定されました。
町の会計は、一般会計と６つの特別会計、１つの企業会計があります。決算のあらましについて、お知らせします。

一般会計及び特別会計の決算状況 ［単位：円］

［単位：円］企業会計（水道事業会計）決算状況

令和元年度 決算の状況
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　９月１３日、紀三井寺公園陸上競技場で、和歌山県小学生陸上競技選手権大会（無観客）が開催され、みなべＡＣ
（アスレチッククラブ）の選手が出場し、次の皆さんが入賞しました（敬称略）。

◆女子 走幅跳（4年生以下） 第２位　岩﨑 舞衣
◆男子 ８００ｍ（５年生） 第７位　森　 寛太
◆男子 ８００ｍ（５年生） 第８位　寺村 大輝
◆女子 8００ｍ（５年生） 第８位　熊代 彩乃
◆女子 コンバインドA（80mH、走高跳） 第５位　玉置 莉奈
◆女子 コンバインドB（走幅跳、ジャベリックボール投） 第２位　石丸 万葉
◆女子 コンバインドB（走幅跳、ジャベリックボール投） 第３位　髙田 夏帆

岩﨑さん

石丸さん熊代さん寺村くん

森くん

髙田さん玉置さん

◆主な財政指標（平成３０年度との比較）　
　財政指標は地方公共団体の財政運営が、どのような状況であるかを見るために国が定めた基準で普通会計決算
等を元に算出します。
　経常収支比率は、数値が高いほど財政構造の硬直が進んでいるとされています。比率については昨年度より、
２．７％増加しました。
　町債の残高については、前年度より1億4,577万1千円が減少し、町民一人あたりに換算すると78万2千円とな
りました。
　基金残高については、5,489万円増加し、町民一人あたりに換算すると、45万4千円となりました。

○経常収支比率＝町税や地方交付税など経常的に入ってくる一般財源が、人件費や扶助費、公債費などの経常的経費に充てられた割合を表す
指標

○実質赤字比率＝標準財政規模に対する、普通会計の実質赤字の割合を表す指標
○連結実質赤字比率＝標準財政規模（※）に対する、町の全ての会計の実質赤字の割合を表す指標
○実質公債費比率＝一般財源を普通会計の公債費、公営企業会計や一部事務組合への繰出金や負担金のうち公債費相当分に充てられた割

合を表す指標
○将来負担比率＝標準財政規模に対する、将来一般会計などで負担することが見込まれる金額の割合を表す指標
※標準財政規模＝その年度に入ると推測される一般財源を全国統一のルールで計算した額

◆財政健全化比率
　財政健全化比率（４つの指標）には、早期健全化基準と財政再生基準が設けられています。早期健全化基準を上
回ると財政健全化計画を策定し、自主的に改善に取り組まなければなりません。財政再生基準を上回ると財政再生
団体となり、国や県の関与を受けて財政の再建を行うことになります。
　令和元年度決算における財政健全化比率はすべて早期健全化基準を下回っており、実質公債費比率、将来負担
比率とも、平成30年度より改善しています。

◆資金不足比率
　公営企業会計の資金不足額（赤字）の割合を示す資金不足比率についても、町の公営企業会計（農業集落排水
事業特別会計、公共下水道事業特別会計、簡易水道事業特別会計、水道事業会計）は、いずれも資金不足額があり
ませんので、該当しません。

（　）は平成30年度決算における比率

◆男女混合　４×100ｍR　　第８位　
　玉置莉奈、石丸万葉、前田壮二郎、寺村大輝
　（写真は左から上記の順です）

　また当日、少年少女陸上競技指導者表彰、安藤百福記念章が
みなべＡＣの指導者　柴田一人さんに贈られました。

　防災拠点内の高台（南道小山田）に新たに開園する「みなべ愛
之園こども園」の建築工事が、9月から進められています。
　「みなべ愛之園こども園」は南部幼稚園、南部保育所、イエス
団愛之園保育園を一体化し、幼保連携型認定こども園として、建
築、運営等を社会福祉法人イエス団（愛之園）が行います。
　開園は令和４年４月１日予定です。

和歌山県小学生陸上競技選手権大会で入賞

「みなべ愛之園こども園」の工事が始まる
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０
５ 

‐ 

４
８
９
０
）、
ま
た
は
、
田
辺

年
金
事
務
所（
℡
24 

‐ 

０
４
３
２
）に
、

電
話
や
来
訪
時
に
お
申
込
み
く
だ
さ

い
。

　

身
体
障
害
者
手
帳
の
交
付
対
象
と

な
ら
な
い
難
聴
児
を
対
象
に
、
言
語
の

習
得
、
教
育
等
に
お
け
る
健
全
な
発

達
を
支
援
す
る
た
め
、
補
聴
器
の
購

入
に
要
す
る
費
用
の
一
部
を
助
成
し
ま

す
。

対
象
者
は
次
の
要
件
を
す
べ
て
満
た

す
方
で
す　

◆
み
な
べ
町
内
に
住
所
を
有
す
る
18
歳

未
満
の
者

◆
両
耳
の
聴
力
レ
ベ
ル
が
原
則
と
し
て

30
以
上
70
未
満
で
、
身
体
障
害

者
手
帳
の
交
付
対
象
と
な
ら
な
い

者
◆
指
定
自
立
支
援
医
療
機
関
の
医
師

が
、
補
聴
器
の
装
用
に
よ
り
言
語
の

習
得
等
、
一
定
の
効
果
が
期
待
で

き
る
と
判
断
す
る
者

※
た
だ
し
所
得
制
限
が
あ
り
ま
す
。

　
助
成
額
や
申
請
方
法
な
ど
、
く
わ
し

「
ね
ん
き
ん
ネ
ッ
ト
」を
ご
利
用
い
た
だ

く
と
、
い
つ
で
も
ご
自
身
の
年
金
記
録

を
確
認
で
き
る
ほ
か
、
将
来
の
年
金
受

給
見
込
額
に
つ
い
て
、
ご
自
身
の
年
金

記
録
を
基
に
様
々
な
パ
タ
ー
ン
の
試
算

を
す
る
こ
と
も
で
き
ま
す
。

　
「
ね
ん
き
ん
ネ
ッ
ト
」に
つ
い
て
は
、

日
本
年
金
機
構
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
ご

確
認
い
た
だ
く
か
、
田
辺
年
金
事
務

所（
℡
24 

‐ 

０
４
３
２
）に
お
問
い
合
わ

せ
く
だ
さ
い
。

　

日
本
年
金
機
構
の
全
国
の
年
金
事

務
所
で
は
、
年
金
相
談
や
年
金
請
求

手
続
き
に
つ
い
て
、「
事
前
予
約
」
を

行
っ
て
い
ま
す
。
お
待
た
せ
時
間
の
少

な
い「
予
約
相
談
」を
ぜ
ひ
ご
利
用
く

だ
さ
い
。

◆
予
約
相
談
希
望
日
の
１
か
月
前
か

ら
前
日
ま
で
受
付
し
て
い
ま
す
。

◆
お
申
込
み
の
際
は
、
基
礎
年
金
番
号

の
わ
か
る
も
の（
年
金
手
帳
や
年
金

証
書
な
ど
）を
ご
用
意
く
だ
さ
い
。

　
ご
予
約
方
法
は
、
全
国
共
通
の
予

約
専
用
受
付
電
話（
℡
０
５
７
０ 

‐ 

～
年
末
調
整
・
確
定
申
告
ま
で
大
切
に

保
管
を
～

　
国
民
年
金
保
険
料
は
、所
得
税
及
び

住
民
税
の
申
告
に
お
い
て
、全
額
が
社

会
保
険
料
控
除
の
対
象
と
な
り
ま
す
。

そ
の
年
の
１
月
１
日
か
ら
12
月
31
日
ま

で
に
納
付
し
た
保
険
料
が
対
象
で
す
。

　
こ
の
社
会
保
険
料
控
除
を
受
け
る

た
め
に
は
、
納
付
し
た
こ
と
を
証
明
す

る
書
類
の
添
付
が
義
務
づ
け
ら
れ
て
い

ま
す
。

毎
年
11
月
上
旬
に
送
付

　

令
和
２
年
１
月
１
日
か
ら
令
和
２

年
９
月
30
日
ま
で
の
間
に
、
国
民
年

金
保
険
料
を
納
付
さ
れ
た
方
に
つ
い
て

は
、「
社
会
保
険
料（
国
民
年
金
保
険

料
）控
除
証
明
書
」が
本
年
11
月
上
旬

に
日
本
年
金
機
構
本
部
か
ら
送
付
さ

れ
ま
す
。

　

年
末
調
整
や
確
定
申
告
の
際
に
は
、

必
ず
こ
の
証
明
書（
ま
た
は
領
収
証

書
）を
添
付
し
て
く
だ
さ
い
。

２
月
上
旬
に
送
付
さ
れ
る
場
合

　

ま
た
、
10
月
１
日
か
ら
12
月
31
日

ま
で
の
間
に
今
年
初
め
て
国
民
年
金
保

険
料
を
納
付
さ
れ
た
方
に
つ
い
て
は
、

翌
年
の
２
月
上
旬
に
送
付
さ
れ
ま
す
。

　

な
お
、
ご
家
族
の
国
民
年
金
保
険

料
を
納
付
さ
れ
た
場
合
も
、
ご
本
人

の
社
会
保
険
料
控
除
に
加
え
る
こ
と
が

で
き
ま
す
。

　
く
わ
し
く
は
、
ね
ん
き
ん
加
入
者
ナ

ビ
ダ
イ
ヤ
ル（
℡
０
５
７
０ 
‐ 
０
０
３ 

‐ 

０
０
４
）へ
。
Ｉ
Ｐ
電
話
等
の
方
は
、（
℡

０
３ 

‐ 

６
６
３
０ 

‐ 

２
５
２
５
）へ
お
問

い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

　

年
金
記
録
や
将
来
の
年
金
受
給
見

込
額
を
確
認
し
、
未
来
の
生
活
設
計

に
つ
い
て
考
え
て
み
ま
せ
ん
か
。

くらし
の

情  報

住
民
福
祉
課（
℡
72-

２
１
６
１
）か
ら

「
社
会
保
険
料（
国
民
年
金
保
険
料
）

控
除
証
明
書
」が
発
行
さ
れ
ま
す

難
聴
児
へ
の

補
聴
器
購
入
費
助
成

年
金
相
談・お
手
続
き
の
際
は
、

ぜ
ひ
ご
予
約
を
！

11
月
30
日（
い
い
み
ら
い
）は

「
年
金
の
日
」で
す
！

『
そ
の
火
事
を　
防
ぐ
あ
な
た
に

金
メ
ダ
ル
』

　

こ
の
運
動
は
、

火
災
が
発
生
し
や

す
い
時
季
を
む
か

え
る
に
あ
た
り
、

火
災
予
防
思
想
の

一
層
の
普
及
を
図

り
、
も
っ
て
火
災

の
発
生
を
防
止
し
、
高
齢
者
を
中
心

と
す
る
死
者
の
発
生
を
減
少
さ
せ
る
と

と
も
に
、
財
産
の
損
失
を
防
ぐ
こ
と
を

目
的
と
し
て
い
ま
す
。

住
宅
防
火
い
の
ち
を
守
る
７
つ
の
ポ
イ

ン
ト 

３
つ
の
習
慣
・
４
つ
の
対
策　
　

　
　
　
　
　
　

●
寝
た
ば
こ
は
、
絶
対
や
め
る
。

●
ス
ト
ー
ブ
は
、
燃
え
や
す
い
も
の
か

ら
離
れ
た
位
置
で
使
用
す
る
。

●
ガ
ス
こ
ん
ろ
な
ど
の
そ
ば
を
離
れ
る

と
き
は
、
必
ず
火
を
消
す
。

◆
逃
げ
遅
れ
を
防
ぐ
た
め
に
、
住
宅

用
火
災
警
報
器
を
設
置
す
る
。

◆
寝
具
、
衣
類
及
び
カ
ー
テ
ン
か
ら
の

火
災
を
防
ぐ
た
め
に
、
防
炎
品
を

使
用
す
る
。

◆
火
災
を
小
さ
い
う
ち
に
消
す
た
め
に
、

住
宅
用
消
火
器
等
を
設
置
す
る
。

◆
お
年
寄
り
や
身
体
の
不
自
由
な
人

を
守
る
た
め
に
、
隣
近
所
の
協
力

体
制
を
つ
く
る
。

　

11
月
５
日
は「
津
波
防
災
の
日
」で

す
。
災
害
は
い
つ
起
こ
る
か
わ
か
り
ま

せ
ん
。
和
歌
山
県
防
災
ナ
ビ
は
、
災

害
発
生
時
に
的
確
な
避
難
を
行
っ
て
い

た
だ
く
た
め
の
防
災
サ
ポ
ー
ト
ア
プ
リ

で
す
。

　

現
在
地
か
ら
近

く
の
避
難
場
所
へ
の

最
短
ル
ー
ト
が
地
図

上
に
表
示
さ
れ
る
な

ど
し
ま
す
。
ぜ
ひ
、
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
を
。

お
問
い
合
わ
せ
先

消
防
防
災
室（
℡
72 

‐ 

２
１
４
２
）

く
は
住
民
福
祉
課（
℡
72 

‐ 

２
１
６
１
）

へ
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

　

家
庭
の
粗
大
ご
み（
処
理
困
難
物
）

の
拠
点
回
収
を
実
施
し
ま
す
の
で
、
ご

利
用
く
だ
さ
い
。

　
テ
レ
ビ
・
冷
蔵
庫
・
洗
濯
機
・
エ
ア

コ
ン
な
ど
の
家
電
リ
サ
イ
ク
ル
対
象
製

品
も
引
き
取
り
ま
す
。

　

小
雨
決
行
で
す
が
、
大
雨
な
ど
荒

天
に
よ
り
中
止
す
る
場
合
は
、
町
内

放
送
で
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

　

11
月
20
日（
金
）午
後
５
時
～
24
日

（
火
）午
前
８
時
ま
で
、
町
内
各
地
で
、

天
ぷ
ら
油
な
ど
の
家
庭
用
廃
食
油
回

収
を
行
い
ま
す
。

　

回
収
場
所
に
容
器（
ポ
リ
タ
ン
ク
18

ℓ
）を
配
置
し
て
い
ま
す
の
で
、
ご
自

身
で
移
し
替
え
を
お
願
い
し
ま
す
。
回

収
に
ご
協
力
く
だ
さ
い
。

　
※
家
庭
粗
大
ご
み
と
廃
食
油
回
収
に

つ
い
て
は
、
こ
の
広
報
紙
と
一
緒
に
お

届
け
し
た
チ
ラ
シ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

　

今
年
の
テ
ー
マ
は「
く
ら
し
を
支
え

る
税
」で
す
。

日
時　
11
月
13
日（
金
）

　
　
　
午
前
10
時
～
午
後
４
時

場
所　
オ
ー
ク
ワ　
ロマ
ン
シ
テ
ィ

　
　
　
１
階
Ｅ
Ｖ
ホ
ー
ル
前（
御
坊
市
）

　

例
年
、
11
月
に
御
坊
市
民
会
館
及

び
、
ア
グ
リ
セ
ン
タ
ー
み
な
べに
お
い
て

「
年
末
調
整
説
明
会
」を
開
催
し
て
い

ま
し
た
が
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感

染
拡
大
の
影
響
に
よ
り
、
本
年
度
は

全
国
一
斉
で
開
催
を
見
合
わ
せ
る
こ
と

と
な
り
ま
し
た
。

　

税
に
関
す
る
情
報
は
、
国
税
庁

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

　
お
問
い
合
わ
せ
は
、
御
坊
税
務
署

（
℡
０
７
３
８ 

‐ 

２
２ 

‐ 

０
６
９
５
）

へ
お
願
い
し
ま
す
。

和
歌
山
県
防
災
ナ
ビ
を

ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
し
ま
し
ょ
う
！

家
庭
粗
大
ご
み
の
拠
点
回
収
は

１１
月
12
日
、13
日
、15
日

廃
食
油
回
収
は

１１
月
20
日
～
24
日

11
月
９
日
～
15
日
は

秋
季
全
国
火
災
予
防
運
動

11
月
11
日
～
17
日
は

「
税
を
考
え
る
週
間
」

生
活
環
境
課（
℡
72‐３
６
０
５
）か
ら

消
防
防
災
室（
℡
72‐２
１
４
２
）か
ら

御
坊
税
務
署
か
ら

年
末
調
整
説
明
会
は
開
催
中
止

３
つ
の
習
慣

４
つ
の
対
策

税
理
士
に
よ
る
無
料
相
談
所
の
開
催
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応
募
資
格
等
く
わ
し
く
は
、
自
衛

隊
御
坊
地
域
事
務
所（
℡
０
７
３
８ 

‐ 

２
３ 

‐ 

０
０
２
０
）へ
。

　

高
齢
化
の
進
展
等
の
社
会
経
済
情

勢
の
変
化
に
か
ん
が
み
、
相
続
を
め
ぐ

る
紛
争
を
防
止
す
る
と
い
う
観
点
か

ら
、
法
務
局
に
お
い
て
自
筆
証
書
遺
言

に
係
る
遺
言
書
を
保
管
す
る
制
度
が

新
た
に
設
け
ら
れ
、
本
年
７
月
10
日
か

ら
運
用
を
開
始
し
ま
し
た
。

　

本
制
度
で
は
、
自
筆
証
書
遺
言
に

係
る
遺
言
書
を
法
務
局
で
お
預
か
り
す

る
こ
と
で
、
紛
失
等
の
遺
言
書
作
成
後

の
ト
ラ
ブ
ル
が
解
消
さ
れ
る
上
、
家
庭

裁
判
所
の
検
認
も
不
要
と
な
り
ま
す
。

　
「
終
活
」
等
が
浸
透
し
つ
つ
あ
る
と

言
わ
れ
て
い
ま
す
が
、
ご
自
身
の
財
産

を
ご
家
族
等
へ
確
実
に
託
す
方
法
の
一

つ
と
し
て
自
筆
証
書
遺
言
を
検
討
さ
れ

る
に
あ
た
っ
て
は
、
ぜ
ひ
本
制
度
を
ご

活
用
く
だ
さ
い
。

　

く
わ
し
く
は
、
和
歌
山
地
方
法
務

局
供
託
課（（
℡
０
７
３ 

‐ 

４
２
２ 

‐ 

５
１
３
１
）も
し
く
は
最
寄
り
の
田
辺

市
局（
℡
22 

‐ 

０
６
９
８
）ま
で
お
問
い

合
せ
く
だ
さ
い
。

り
、
電
車
の
利
用
、
特
に
私
た
ち
の

生
活
基
盤
で
あ
る
紀
勢
本
線
の
利
用

者
数
は
年
々
減
少
し
て
い
ま
す
。
生
活

基
盤
で
あ
る
こ
と
は
も
と
よ
り
、
地
域

振
興
や
産
業
振
興
に
と
っ
て
も
欠
か
せ

な
い
紀
勢
本
線
を
地
域
で
支
え
る
こ
と

も
必
要
で
す
。

　
こ
の
た
め
、
紀
勢
本
線
活
性
化
促

進
協
議
会
加
盟
の
市
町
村
で
は
、
様
々

な
取
組
み
を
行
っ
て
い
ま
す
が
、
町
民

の
皆
様
に
お
か
れ
ま
し
て
も
、
地
域
の

鉄
道
を
守
る
た
め
に
も
、
旅
行
な
ど
で

お
出
か
け
の
際
に
は
、

　
◇
渋
滞
な
し
で
時
間
に
正
確　

　
◇
安
全
性
が
高
い　

　
◇
地
球
環
境
へ
の
影
響
が
少
な
い

と
い
っ
た
利
点
の
多
い
電
車
を
、
ぜ
ひ

ご
利
用
く
だ
さ
い
。

※
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
拡
大
防

止
の
観
点
よ
り
、
電
車

内
で
は
マ
ス
ク
を
着
用

し
、
会
話
は
控
え
る
よ

う
お
願
い
し
ま
す
。

　
マ
ス
ク
が
な
い
場
合

は
、
咳
エ
チ
ケ
ッ
ト
の

徹
底
を
お
願
い
し
ま
す
。
で
き
る
だ
け

他
の
人
と
の
距
離
を
開
け
ま
し
ょ
う
。

　
　
　
　
　
午
後
７
時
ま
で

※
た
だ
し
、
土
・
日
曜
日
に
つ
い
て
は
、

午
前
10
時
～
午
後
５
時
ま
で

電
話
番
号　

０
５
７
０ 

‐ 

０
７
０ 

‐ 

８
１
０（
全
国
共
通
ナ
ビ
ダ
イ
ヤ
ル
）

相
談
内
容　
夫
・
パ
ー
ト
ナ
ー
か
ら
の

暴
力
や
ス
ト
ー
カ
ー
、
セ
ク
ハ
ラ
な
ど

の
女
性
を
め
ぐ
る
人
権
の
何
で
も
相

談
。

　

相
談
は
無
料
で
、
秘
密
は
厳
守
さ

れ
ま
す
。

　

法
務
局
職
員
ま
た
は
人
権
擁
護
委

員
が
相
談
に
応
じ
ま
す
の
で
、
お
気
軽

に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

11
月
12
日（
木
）～
25
日（
水
）は

「
女
性
に
対
す
る
暴
力
を
な
く
す

運
動
」

　
電
車
は
、
子
ど
も
か
ら
高
齢
の
方
ま

で
誰
も
が
利
用
し
や
す
く
、
特
に
車
を

運
転
し
な
い
人
に
と
っ
て
は
、
な
く
て

は
な
ら
な
い
大
切
な
交
通
手
段
で
す
。

　

近
年
、
道
路
交
通
網
の
進
展
に
よ

令
和
２
年
度

自
衛
官
等
募
集
案
内

預
け
て
安
心
！

自
筆
証
書
遺
言
書
保
管
制
度

自
衛
隊
御
坊
地
域
事
務
所
か
ら

和
歌
山
地
方
法
務
局
か
ら

書
は
、
納
税
後
、
過
去
の
軽
自
動
車
税

（
種
別
割
）に
未
納
が
な
け
れ
ば
、
右

端
は
車
検
用
の
納
税
証
明
書
と
し
て

使
用
で
き
ま
す
。

　

役
場
で
は
、
納
税
証
明
書
を
紛
失

さ
れ
た
方
に
再
交
付
し
て
い
ま
す
が
、

車
検
の
あ
る
年
な
ど
は
、
納
税
証
明

書
を
大
切
に
保
管
し
て
く
だ
さ
い
。

　
農
地
に
つ
い
て
次
の
行
為
を
行
う
場

合
は
、
事
前
に
農
業
委
員
会
への
届
出

及
び
許
可
が
必
要
に
な
り
ま
す
。

○
農
地
の
形
状
を
変
更（
埋
立
て
、
切

り
盛
り
な
ど
）

○
農
地
の
転
用（
農
地
の
全
部
、
ま
た

は
、
一
部
を
農
地
以
外
の
も
の
に

転
用
す
る
場
合
）

○
農
地
を
贈
与
及
び
売
買
等
に
よ
り

所
有
権
移
転
す
る
場
合

○
農
地
の
貸
し
借
り
を
す
る
場
合

　
く
わ
し
く
は
、
農
業
委
員
会（
産
業

課
内　
℡
72 

‐ 
１
３
３
７
）へ
お
問
い

合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

　
森
林
の
立
木
を
伐
採
し
よ
う
と
す
る

と
き
は
、
森
林
法
に
基
づ
く
伐
採
の
届

出
な
ど
が
必
要
で
す
。
無
届
け
、
無

許
可
に
よ
る
伐
採
を
し
た
場
合
、
罰
金

に
処
さ
れ
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

　

な
お
、
１
ha（
１
０
０
０
０
㎡
）を

超
え
る
森
林
の
開
発
行
為
を
行
う
場

合
は
、
県
へ
の
許
可
申
請（
林
地
開
発

許
可
申
請
）が
必
要
で
す
。

【
森
林
法
に
基
づ
く
森
林
の
区
域
】

和
歌
山
県
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ（
和
歌
山

県
地
理
情
報
シ
ス
テ
ム http://w

w
w
2.w
agm

ap.jp/w
akayam

ake
n/portal 

で
閲
覧
で
き
ま
す
。

実
施
期
間　
11
月
12
日（
木
）～

　
　
　
　
　
18
日（
水
）

実
施
時
間　
午
前
８
時
30
分
～

　

住
宅
、
店
舗
、
倉
庫
、
工
場
、
作

業
所
な
ど
の
家
屋
に
対
す
る
固
定
資

産
税
は
、
毎
年
１
月
１
日
現
在
に
所

有
さ
れ
て
い
る
方
に
課
税
さ
れ
ま
す
。

　
そ
の
た
め
、家
屋
を
取
り
壊
し
て
も
、

役
場
税
務
課
へ「
届
出
」
を
済
ま
せ
て

い
な
い
と
、
そ
の
ま
ま
現
存
す
る
と
み

な
さ
れ
、
課
税
対
象
に
な
っ
て
し
ま
い

ま
す
。

　
「
以
前
、
家
屋

を
壊
し
た
け
れ

ど
、
ま
だ
届
け
を

出
し
て
い
な
い
」

と
い
う
方
が
お
ら

れ
ま
し
た
ら
、
令
和
２
年
12
月
28
日

（
月
）ま
で
に
、
税
務
課
へ
届
け
出
て

く
だ
さ
い
。

　
毎
年
、
軽
自
動
車
税（
種
別
割
）を

納
め
て
い
た
だ
く
た
め
に
送
付
し
て
い

る
軽
自
動
車
税（
種
別
割
）納
税
通
知

　
町
税
は
、
ま
ち
づ
く
り
を
支
え
る
大

切
な
財
源
で
す
。

　
町
で
は
、
納
期
内
に
納
付
さ
れ
た
方

と
の
公
平
性
を
保
ち
、
滞
納
の
解
消

を
図
る
た
め
に
、
11
月
・
12
月
を「
滞

納
整
理
強
化
月
間
」と
し
て
、
税
収
の

確
保
に
取
り
組
み
ま
す
。

　
税
金
を
滞
納
す
る
と
本
来
納
め
る
べ

き
税
金
の
他
に
督
促
手
数
料
や
延
滞

金
を
納
付
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

　

さ
ら
に
滞
納
し
た
ま
ま
放
置
す
る

と
、
法
律
に
基
づ
き
滞
納
者
の
意
思
に

関
わ
り
な
く
、
給
与
や
不
動
産
な
ど
、

財
産
の
差
押
さ
え
や
公
売
な
ど
の
滞

納
処
分
を
受
け
る
こ
と
に
な
り
ま
す
の

で
、
納
期
内
に
納
税
し
て
く
だ
さ
い
。

時
間
外
の
納
税
相
談

　

昼
間
、
仕
事
の
都
合
等
で
役
場
に

来
ら
れ
な
い
方
は
、
事
前
に
税
務
課
ま

で
電
話
連
絡
を
く
だ
さ
い
。
調
整
が
つ

け
ば
、
夜
間
で
も
職
員
が
納
税
相
談

に
応
じ
ま
す
。

11
月・12
月
は

「
滞
納
整
理
強
化
月
間
」で
す

家
屋
を
取
り
壊
し
た
ら
税
務
課

へ「
届
出
」を
お
忘
れ
な
く
!

車
検
の
際
は
軽
自
動
車
税（
種

別
割
）納
税
通
知
書
の
納
税
証

明
書
の
ご
使
用
を

税
務
課（
℡
72-

２
１
６
２
）か
ら

森
林
の
立
木
伐
採
に
は
届
出
を

産
業
課（
℡
72-

１
３
３
７
）か
ら

農
地
に
つ
い
て
事
前
に

届
出
及
び
許
可
が
必
要
な
も
の

農
業
委
員
会
か
ら

総
務
課（
℡
72-

２
０
５
１
）か
ら

全
国
い
っ
せ
い

「
女
性
の
人
権
ホ
ッ
ト
ラ
イ
ン
」

強
化
週
間
を
実
施
！

紀
勢
本
線
ご
利
用
の
お
願
い

紀
勢
本
線
活
性
化
促
進
協
議
会
か
ら
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　おれんじの日（認知症カフェ）は、認知症の人や家族の方、地域の方、どなたでも気軽に参加できる場です。
　認知症の情報収集や専門の相談員に相談ができます。予約は不要です。
　　日　時　11月10日（火）13：30～15：00頃　　　　　　
　場　所　ふれ愛喫茶（みなべ町東本庄100番地　ふれ愛センター内）
　参加費　無料（ただし、飲み物は自己負担でお願いします。コーヒー、紅茶１杯100円）
　当日は　ミニ講座、簡単ストレッチ、読み聞かせボランティアによる「大型紙芝居と昔ばなし」
※新型コロナウイルス感染状況によっては、中止とさせていただく場合があります。
　お問い合わせ先　みなべ町社会福祉協議会（℡ 72-5611）　地域包括支援センター（℡ 74-8065）

　虐待を受けたと思われる子どもを見つけたときや、ご自身が出産や子育てに悩んだときには、児童相談所やふ
れ愛センター保健師にご相談ください。
　あなたの連絡相談が子どもを守るとともに、子育てに
悩む保護者を支援するための大きな一歩となります。
◎連絡相談は匿名で行うことも可能です。
　※お近くの児童相談所につながります。

　高齢化などにより介護が必要な方が増えていく中、介護を身近なものとしてとらえて、それぞれの立場から介護
について考え、関わっていくことが必要となっています。
　地域に暮らす一人として、介護について考えるきっかけの日としましょう。
　介護に関する心配事や悩み事はありませんか？
　抱え込まずに、お気軽に町地域包括支援センター（℡ 74-8065）まで、ご相談を。

　子育て世代包括支援センターTetoteです。
　妊娠、育児に関する相談はお気軽にどうぞ。
・「育つ力」を信じるということ
　子どもは「育つ力」を持っています。「どう育てるか」

「よい子育てを」と気負うことはありません。
　育っていく子どもに、あなたがどう寄り添うか、どう
つきあうか、それが大切です。

相 談 日 11月26日（木）　
 13：30～15：00　
場　　所 ふれ愛センター
申込み先 ふれ愛センター　保健師（℡ 74-3337）
 ひなたの森（ＮＰＯ法人ハートツリー）
 （℡ 33-7850）
※まずは、お電話ください。秘密は厳守します。

『おれんじの日』　１１月のご案内

11月は児童虐待防止推進月間です
「１８９（いちはやく）知らせて守る　こどもの未来　

11月11日は「介護の日」です

Tetote  ～てとて～　通信ひきこもり相談

◆流行前にインフルエンザワクチンの接種を
　　接種後、免疫がつくまで２週間程度かかります。
　ワクチンの免疫は約５ヶ月間と言われていますの

で、早めの接種をおすすめします。
◆感染防止の３つの基本である
　①身体的距離の確保
　②マスクの着用
　③手洗い
　　の徹底をお願いします。

日　時　11月17日（火）10：00～11：30
場　所　ふれ愛センター
対　象　妊婦または小さなお子さん（生後8か月

まで）の保護者
※マタニティのお母さん同士の出会いの場です。
　産後ママは、赤ちゃんと一緒にぜひ、遊びに来て

ください。

11月のトレーニング教室

対　象　昭和37年４月２日～
　　　　昭和54年４月１日生まれの男性

　無料で、風しんの抗体検査・予防接種が受けられ
るクーポンを送付しています。
　対象の方で、まだ受けていない方は、この機会に
お受けください。

日　時　11月６日（金）10：00～11：30
対　象　令和２年４月、５月生まれの
　　　　お子さんと保護者
場　所　ふれ愛センター
※参加申込みが必要です
　申込みは、ふれ愛センター（℡74-3337）へ。

風しんの抗体検査・予防接種は
お済みですか

インフルエンザを予防しましょう

マタニティー＆ベビーサロン

離乳食教室

感染症対策を講じ、実施します。
日　時	 ６日・13日・20日・27日の金曜日
　トレーニングマシンによる運動（18：00～20：30）
　ストレッチポール2回（１回につき先着８名まで）
　　（18：45～19：05、19：10～19：30）
　健康リズム体操（19：40～20：30）

場　所	 はあと館（社会福祉センター）
対　象	 町内在住・在勤の成人の方
持ってくるもの　
 室内用運動靴、飲み物、タオル、
 消毒作業用タオルなど

☆発熱、風邪のような症状のある方は、参加をご遠
慮ください。

☆教室参加中は必ずマスクを着用してください。
☆教室終了後は消毒作業にご協力ください。
※新型コロナウイルスの感染拡大により、急きょ中

止・内容変更する場合があります。

感染対策にご協力ください

虐待と思ったらすぐにお電話を！
児童相談所全国共通ダイヤルは

い ちは やく

☎１８９
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町民の皆さんが普段の生活の中で、抱えている悩
みや困りごとを相談員の方に相談できる窓口です。

■行政相談
　◯11月10日（火）13：30～15：30
　　ふれ愛センター

■消費生活巡回相談
　◯11月5日（木）13：00～15：00
　　みなべ町役場

■農業資金相談
　◯11月25日（水）13：00～16：00
　　みなべ町役場
　○申込先　産業課（℡	72-1337）
　※個別相談のため、事前申込が必要です。
　　【11月20日（金）まで】

■生活お困り相談
　◯11月24日（火）13：30～15：30
　　みなべ町役場

■教育相談
　◯教育学習課
　　⃝学校は、℡	74-2191へ。
　　⃝幼稚園、保育所、学童保育所は、℡	74-3738へ。

■暮らしなんでも相談（町社協）
　◯毎週月～金曜日9：00～16：00
　　はあと館
　
■身近な民生委員・児童委員さんにご相談を

　民生委員・児童委員は相談内容に応じて必要
な支援が受けられるように行政や関係機関につ
ないでくれます。
　また、児童福祉を専門とする主任児童委員も
います。
お問い合わせ先  住民福祉課（℡ 72-2161）へ。

■県による巡回職業相談
　◯11月13日（金）13：00～15：00　
　　南部公民館

相談員が求人情報を提供、また求職の相談を受
けます。くわしくは、日高振興局企画産業課（℡
0738-24-2911）へ。

■田辺年金事務所年金相談
◯11月14日（土）（9：30～16：00）
　同事務所（田辺市朝日ヶ丘 ℡ 24-0432）へ。
ねんきんダイヤル　0570-05-1165

（IP電話・PHSからは℡03-6700-1165へ）
月曜日　　　午前8：30～午後7：00
火～金曜日　午前8：30～午後5：15
第２土曜日　午前9：30～午後4：00
※月曜日が祝日の場合は翌日以降の開所日初日

に午後7：00まで相談をお受けします。
※祝日（第2土曜日を除く）、12月29日～1月3日

は休み。

■延長窓口実施日時
　◯毎週木曜日 17：15～19：00
　　（年末年始、祝日は除く）
■開設場所　　住民福祉課
■交付できる証明書　　
　◎住民票の写し ◎印鑑登録証明書
　◎マイナンバーカードの交付
■連絡先　住民福祉課 ℡ 72-2161

夜 間（土曜日）・小児救急診療所

延 長 窓 口

◯毎週土曜日18：00～21：30
　（年末年始、祝日は除く）
　田辺市高雄一丁目23-1
　（田辺市民総合センター内）℡ 26-4909へ

各種 相談
など

　住民福祉課では、平日の開庁時間に来庁
できない人のために、時間外に証明書などを
発行します。
　サービスを利用される場合は、必ず当日の
午後5時15分までにご連絡ください。

11月のテーマ展示

「祝・２０周年」
　2000年11月11日にオープンした「ゆめよみ館」
は、利用者の皆様のおかげで20周年を迎えること
ができました。過去20年間のベストセラーをいろい
ろ取りそろえましたので、秋の夜長をなつかしい本
と共にお楽しみください。

「仕事いろいろ」
　ファイナンシャルプランナー、ケースワーカー、
デベロッパー。これは一体何のことでしょう？
　答えはすべて仕事の名前。世の中には知らない
仕事がたくさん！どんな仕事をやってみたい？

　８月１日（土）～10月10日（土）に雑誌のリサイ
クルフェアを行いました。

　11月11日（水）までは、何冊借りていただいても
ＯＫ！（新刊・雑誌・視聴覚資料は対象外です）な
お、貸出期間は２週間です。

2階

1階

ゆめよみ館は祝日も開館しています

 ２日（月） 休館
 ７日（土） わくわくタイム（10：30～）
  おはなし会（14:00～）
 ９日（月） 休館
 14日（土） おはなし会（14:00～）
 16日（月） 休館
 21日（土） おはなし会（14:00～）
 24日（火） 休館
 26日（木） ちいさいひとのための
  おはなし会（0～3歳）
  （10:30～）
 28日（土） ビデオ上映会（10:30～）
　　　　　 おはなし会（14:00～）
 30日（月） 休館

※新型コロナウイルス感染拡大防止のた
め、中止になる場合があります。

ゆめよみ館
11月のカレンダー

上南部分館 おはなしの会
11月14日（土）午前１０時３０分から

雑誌リサイクルフェアを行いました！

読書の秋！「借りたい放題」実施中！

『セイギのミカタ』
佐藤まどか　作／イシヤマアズサ　絵（フレーベル館）

　木下守は、はずかしいと顔がまっかになる赤面症に
悩む小学４年生。
　クラスの中心人物の大我にからかわれるたびに、い
つも周一が止めに現れるのだが、周一の正義感にも、
大我に何も言えない自分にもうんざりする守。その後、
守のかわりに周一がいじめのターゲットになってしまう
が、周一は全く気にせず、いつも「セイギのミカタ」。守
はそんな周一を見ているうちに・・・

こんな本、いかが?
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9月中の異動
出生 5人
死亡 14人
転入 21人
転出 30人
高齢化割合

（６５歳以上）３2.5％

人 の うご き

9月届出分（敬称略）
（了承をいただいた方だけを掲載しています）

 9月末現在 （前月比）
 男 5,873人 （±0人）
 女 ６，506人 （－18人）
 人口 １２，379人 （－18人）
 世帯数 ４，775世帯 （－11世帯）

　今年度２０歳になる新成人を祝福する「令和３年成人式」を開催します。
　新型コロナウイルス感染症対策や式の縮小などを行った上で実施しますので、ご出席ください。

【実行委員募集中】
　今年は、成人式の式典後、例年通りの交流会はできないため、実施したアンケートを元に交流会に変わるイ
ベントや、企画運営をしてくれる新成人の実行委員を募集しています。
　「自分たちの手で、成人式をプロデュースしたい」という皆さん、ぜひお集まりください。

日　時　令和３年１月４日（月）
　　　　受付開始　１２時３０分～
　　　　開　　式　１３時
場　所　ホテル＆リゾーツ和歌山みなべ（山内）
対象者　平成１２年４月２日～
　　　　平成１３年４月１日生まれの方。
　　　　町内の小・中学校に在籍後、町外へ
　　　　転出した方も含めます。
　　　　対象の方には、案内状を差し上げます。

☆成人式に関することは、教育学習課（ＴＥＬ ７４-
３１３４）へお問い合わせください。

令和３年 成人式のご案内


